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１．はじめに

　七沢温泉は、神奈川県中央部の大山と相模川に挟まれた

厚木市七沢に位置している（図１）。温泉の発見は、今から

約 １５０年前、傷ついた蛇が入浴するのを見たことによると

伝えられる。しかし、古くから知られた当時の温泉は温度

が２０℃ 前後で pH９～１０と高いことで普通の水と異なる

特徴を有するが、温泉法の温泉には該当しなかった（平野

ほか、１９６７）。

　昭和になって、１９６５（昭和４０）年に井戸が掘削され、県

立七沢リハビリテーション病院で運動機能障害等の治療

に温泉を利用するようになった。

　その後、浅層の井戸について温泉に該当するものが増加

し、１９９６（平成８）年には深度８００mの深層の井戸が掘削さ

れている。

　１９９９（平成１１）年度末の温泉利用状況等は、表１のとおり

自噴泉１箇所、動力揚湯泉４箇所で利用され、１箇所が未

利用であり、それらの深度は５～８００m、標高は９０～１２０m

である（神奈川県生活衛生課資料）。

　七沢温泉等の東丹沢地域の温泉は丹沢層群と愛川層群

の境界にある青野原‐煤が谷構造線に沿って湧出している。

　七沢温泉付近の地質柱状図では火山礫凝灰岩の中に凝

灰角礫岩、沸石脈が挟まっている（大木ほか、１９６７）。

　また、七沢温泉の水位・成分等の変化について荻野ほか

（１９７３）の報告がある。

　１９９５（平成７）年度に温泉保護対策の推進に活用するた

め、七沢温泉の温度、湧出量、化学成分の現況を把握する

温泉保護対策調査を神奈川県生活衛生課の委託により当

所等が行った（写真１、神奈川県温泉地学研究所、１９９６）。

本稿では、今までの分析データを整理するとともに、分析

データから七沢温泉の化学成分について考察を加えたの

で報告する。

表１　七沢温泉の利用状況等

図１　七沢温泉の位置
　○：源泉（AT：厚木の略）、×：河川の採水地点
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表２　考察に用いた七沢温泉の分析データ

図５　総量とカルシウムイオンの関係図２　総量と温度の関係

図６　総量と硫酸イオンの関係図３　総量と pHの関係

図４　総量とナトリウムイオンの関係 図７　総量と炭酸水素イオンの関係
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２．七沢温泉の化学成分の特徴

　七沢温泉の今までの分析データを記載し、その中から最

新のデータ（表２）を選び、考察に用いた（台帳番号は厚木

第１号をAT １のように略記する）。

　図２～７は、化学成分の総量と温度、pH、ナトリウム

イオン、カルシウムイオン、硫酸イオン、炭酸水素イオン

の関係を示す。

　七沢温泉は主に pHの違いにより、pH９未満のタイプA

と pH９以上のタイプ Bといった２種類に区分できる。

　タイプAの温泉（AT５，６）は、温度１６.０～１７.９℃、pH７.７

～８.１の弱アルカリ性である。化学成分の総量が１７１～

２１０mg/l と少なく、ナトリウムイオン、硫酸イオン、メタ

ホウ酸が少なく、マグネシウムイオン、カルシウムイオン、

硝酸イオンが多い特徴がある。

　一方、タイプBの温泉（AT１，１１，１２，１３）は、温度１７.４

～２６.２℃、pH９.２～１０.４ の強いアルカリ性を示す。総量

が３０５～５３５mg/l で、ナトリウムイオン、硫酸イオン、メ

タホウ酸が多く、マグネシウムイオン、カルシウムイオン、

硝酸イオンが少ない特徴がある。

　また、七沢温泉の主要イオンの比率によるトリリニヤー

ダイヤグラム（図８）をみると、タイプAの温泉はアルカリ

の割合が５０～６０％、アルカリ土類の割合が４０～５０％で

あるが、タイプBの温泉はアルカリの割合が１００％に近い

ことがわかる。

　タイプBの温泉は、丹沢層群の上位に属する大沢凝灰岩

層中の亀裂に沿って湧出している（平野ほか、１９６７）。一方、

タイプAの温泉は浅層のローム層中の地下水と考えられ

る。

３　まとめ

　七沢温泉は、化学成分によって２種類に区分される。　

タイプAの温泉は、pH７.７～８.１の弱アルカリ性で、化

学成分の総量が１７１～２１０mg/l であり、ナトリウムイオン、

硫酸イオン、メタホウ酸が少なく、マグネシウムイオン、

カルシウムイオン、硝酸イオンが多い。

　一方、タイプBの温泉は、pH９.２～１０.４の強いアルカ

リ性で、総量が３０５～５３５mg/l であり、ナトリウムイオン、

硫酸イオン、メタホウ酸が多く、マグネシウムイオン、カ

ルシウムイオン、硝酸イオンが少ない。
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図８　七沢温泉のトリリニヤーダイヤグラム
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Appendix Ⅰ　七沢温泉等の分析データ

写真１　源泉の現地調査（AT１３）
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